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都民連だより7月

ホ ッ ト コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ＆ レ ポ ー ト

都民連
だより

地域と学生の 
まちづくり

若い力

△災害時の避難生活を体験する防災キャンプは、住民も一緒に参加します。

みんなで学校の防災マップ作り。
どこに何があるか話し合いなが
ら確認していきます。

△消防団の指導で放水体験。
「うまく放水できたね」

▽
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若い力

学生×地域＝無限の可能性

六本木　啓央
（早稲田大学公認サークル
まっちワークグループ早稲田代表）

　まっちワークグループ早稲田は、
地域と学生の架け橋となることを目
指した学生団体です。10年ほど前、
一人の学生が地域に協力したいと商
店会に飛び込んでいったことから始
まり、それ以来、地域とのつながりの
ために尽力しています。
　現在、十余名のメンバーが、それぞ
れの個性を発揮して活動しています。
活動をしていく上で、地域の方々は
優しく、時には厳しく接してくれ、成
長させてくれるので夢中になること
ができます。大学進学にあたって、
上京したメンバーにとっては新たな
第二のふるさとに感じるそうです。
　私たちの企画した活動の代表の一
つに毎年夏に行われる「防災キャン
プ」があります。このプログラムは
消防団の協力のもと、災害時、体育館
へ避難し、寝泊まりすることを小学
生や住民と一緒に体験し、防災につ
いての意識や知識を高めるものです。
参加した小学生からは「防災を楽し
く学べた」という声のほか、体験の中
でできた仲間との別れを惜しむ子ど
ももいて、私たち学生にとっても、こ
の活動を通して、新たに地域との絆
ができたことを強く実感しています。
　地域が支え合っていく姿が重視さ
れる中、若者の元気な活躍が注目さ
れてきています。若い力と地域の連
携を、まず学生の多い早稲田から発
信していくことが私たちの大きな目
標です。

　

去
る
五
月
二
十
一
日
、
東
京
都
庁
大
会
議

場
に
お
い
て
平
成
二
十
二
年
度
第
一
回
協
議

員
総
会
が
開
催
さ
れ
、
二
十
一
年
度
の
事
業

報
告
と
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
と
決
算
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

平 成 21 年 度
事業報告・決算

事業通信

＜お知らせ＞
東京都民生・児童委員関係法人

後援会【（社福）桜ヶ丘社会事業協

会、（財団）東京都民生委員事業協会、

（社福）東京都民生委員薫風会の三

法人で平成３年設立】に、設立以来、

運営協力してきましたが、社会

を取り巻く環境や時代の変化の

中、その役割は十分果たし終え

たとし、平成21年5月8日をもっ

て、解散しました。長らく、ご協

力いただき、ありがとうござい

ました。

連絡・調整

各地区民児協や関係機関との連絡、調整、情報交
換を行いました。
○協議員総会（2回） ○常任協議員会（11回）
○児童委員、児童相談所、学校、子ども家庭支援セ
ンター等の関係機関による地区連絡協議会（58
区市町村）
20年度に行った子ども家庭支援センターを構成員に加

える要領の一部改正を受け、趣旨を徹底するために、事

業名の標記にも子ども家庭支援センターを入れ、事業

の通称を三者協から四者協にする準備に着手しました。

○民生児童委員事務担当者連絡協議会（3回）

企画・運営

本会事業の方針づくりや企画等を検討しました。
○正副会長会（23回） ○常務委員会（11回）
○都民連だより編集委員会（4回）
○東京都民生委員・児童委員大会宣言起草委員会（1回）
○民生委員・児童委員制度検討委員会（5回）
地域において民生児童委員が円滑に選任され、充実した

活動が展開されるよう、これまでの議論を踏まえ、最終

報告を取りまとめました。（第45巻2号特集ページ参照）

○都民連会費に関する検討委員会（2回）

皆様には、常日ごろ、ご理

解・ご協力賜りありがとうございます。

21年度の募金活動には各地区の民児

協様にご協力賜り、総額3,775,600円

の募金を頂戴いたしました。住みよ

いまちづくりに今後も貢献してまい

りますので、よろしくご指導ください。
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調査・研究・広報

民生児童委員とその活動に関する課題の検討や周
知、広報を行いました。
○指定民児協事業（2地区を指定／3年間継続の2年
目）
・新宿区箪笥町・榎町地区合同民児協「児童委員、児
童相談所、学校、子ども家庭支援センター等の関
係機関による地区連絡協議会について」
・西多摩郡日の出町民児協「災害時要援護者支援の
取り組みと個人情報の取り扱いについて」
○都民連だよりの発行（年間4回発行／4､7､10､1月）
○都民連ホームページの運営　等

その他の事業

東京都や全国民生委員児童委員連合会と協働して、
以下の事業を行いました。
○福祉保健局・民生児童委員連絡会
高齢者の見守りネットワークのシンポジウムを行い、孤

独死防止の取り組みの必要性について理解を深めました。

○第63回東京都民生委員・児童委員大会
○民生児童委員活動事例集の作成
○物故民生委員・児童委員追悼式
○活動記録集計・分析　等

学校から相談を受けた場合、どのように記入していますか。
　民生児童委員活動の中で、地域住民からの相談を受ける以外に、学校や関係機関から、
気になる児童や家庭に関する相談を受ける場合があります。活動記録では、個人や世帯
への支援において、関係機関や団体等と行った相談や調整、協議等の件数も「相談・支
援件数」に記入します。
　ただし、支援について委員同士で相談・アドバイスをする場合は、「連絡調整回数／委
員相互（９）」にのみ記入します。下記の活動例をもとに確認しましょう。

日
・
曜
日

活動概要 相談・支援件数 その他の活動件数 訪問回数 連絡調整回数 活

動

日

数

内　
　

容

分　
　

野

調
査
・
実
態
把
握

行
事
・
事
業
・
会
議
へ
の
参
加
・
協
力

地
域
福
祉
活
動
・
自
主
活
動

民
児
協
運
営
・
研
修

証

明

事

務

要
保
護
児
童
の
発
見
の
通
告
・
仲
介

訪
問
・
連
絡
活
動

そ

の

他

委

員

相

互

そ
の
他
の
関
係
機
関

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) (10) (11)

16
（木）

担当地区の小学校で行われる文化祭へ出
席。その後、校長室によばれ、校長先生、主
任児童委員と私で、最近不登校であるＡ
ちゃんの今後の支援について話し合った。
その結果、主任児童委員と二人でＡちゃん
を見守っていくことにした。

(6) (18) － － － ○

17
（金）

主任児童委員と電話で話し合い、Ａちゃん
宅の様子を見に行った。 － － ○

24
（金）

昨日までＡちゃんの見守りを続けている
間、家にいないことが分かったので、学校
へ行き校長先生に報告をした。

－ ○

活 
動 記 録

あ

 れ こ れ

さまざまな研修

本会独自の自主研修や東京都からの受託研修の実施
のほか、全民児連等の研修に派遣、協力しました。
【自主研修】
○障がい、生活、高齢福祉部会（各4回）
　子育て支援、児童、主任児童委員部会（各3回）
○各地区部会活動への助成
　（共同募金配分金を一部充当しています）
○協議員研修会（2回）○常任協議員研修会（1回）
【受託研修】
○新任会長・副会長研修（一部対象／2回・227名）
○現任⑴研修 （経験1～3年対象／5回・723名）
○現任⑵研修 前期（経験3～9年目／14回・1727名）
　　　〃 後期（経験10年目以上／4回・262名）
経験年数で対象を分け、前期・後期研修を実施し、後期研修で

は民児協組織活動の推進について考え合いました。

○新任研修（欠員補充対象／4回・234名）
○主任児童委員研修（全員対象／6回・647名）
○支庁民生委員・児童委員研修（三宅支庁対象・11名）
○支庁合同民生委員・児童委員研修（4支庁対象・72名）
○民生・児童委員協力員関係研修（5回・234名）
【派遣研修】
○全国民生委員児童委員大会　等

主任児童委員、校長先生
と話し合いをしたので
それぞれ記入します。

文化祭に出席

学校と具体的な支援
について相談を行っ
たと考えます。

主任児童委員と連絡

Ａちゃん宅を見守り

学校を訪ね、校長先生に報
告したことを記入します。
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調
査
活
動
の
意
義

　

昭
和
43
年
、
民
生
児
童
委
員

が
全
国
一
斉
に
行
っ
た
「
ね
た

き
り
老
人
の
実
態
調
査
」
は
、

世
論
を
動
か
し
、
サ
ー
ビ
ス
の

拡
充
を
促
す
原
動
力
と
な
り
ま

し
た
。
平
成
21
年
度
の
活
動
記

録
集
計
結
果
で
は
、
都
内
委
員

が
行
っ
た
「
調
査
・
実
態
把
握
」

は
、
35
万
件
を
超
え
て
い
ま
す
。

済
世
顧
問
制
度
や
方
面
委
員
制

度
の
時
代
か
ら
今
日
に
至
る
ま

で
、
委
員
の
行
う
各
種
調
査
は
、

支
援
の
必
要
な
住
民
の
状
況
を

明
ら
か
に
し
、
そ
の
生
活
の
改

善
は
も
と
よ
り
福
祉
の
発
展
に

も
大
き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　

働
き
方
や
居
住
形
態
が
変
化

し
、
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
が

希
薄
化
す
る
今
日
、
ど
こ
で
、

誰
が
、
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
て

い
る
の
か
把
握
す
る
こ
と
は
難

し
く
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た

中
、
調
査
活
動
は
、
住
民
の
自

宅
に
伺
い
、
顔
を
合
わ
せ
、
生

活
の
様
子
を
直
接
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
す
。

そ
し
て
住
民
と
知
り
合
い
地
域

で
の
声
掛
け
に
つ
な
げ
た
り
、

委
員
の
存
在
や
役
割
を
知
っ
て

も
ら
う
絶
好
の
機
会
と
も
い
え

る
で
し
ょ
う
。

調
査
活
動
に
お
け
る
課
題

　

そ
の
一
方
「
調
査
件
数
が
多

い
」「
訪
問
し
て
も
い
つ
も
不

在
」「
調
査
を
拒
否
さ
れ
る
」、

あ
る
い
は
「
質
問
の
仕
方
が
分

か
ら
な
い
」「
一
対
一
の
や
り

と
り
が
不
安
」
な
ど
、
調
査
活

動
が
委
員
の
負
担
と
な
る
こ
と

も
あ
る
よ
う
で
す
。（
※
下
参

照
）。
さ
ら
に
は
住
民
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
意
識
の
高
ま
り
や
個

人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
名

簿
や
調
査
票
な
ど
の
個
人
情
報

の
管
理
と
関
係
機
関
と
の
適
切

な
共
有
も
、
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

各
地
で
の
調
査
活
動
の
実
態

　

今
回
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
何
ら
か
の
調
査
を
行
っ
て

い
る
区
市
町
村
民
児
協
は
、
57

地
区
に
上
り
ま
し
た
。

　

調
査
の
約
８
割
は
、
民
児
協

が
行
政
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て

実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

調
査
対
象
は
、
高
齢
者
が
７

割
を
占
め
、
次
い
で
災
害
時
要

援
護
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

方
法
は
、
訪
問
し
て
聞
き
取

り
を
行
う
「
他
記
式
」
を
基
本

と
し
、
調
査
票
を
預
け
後
日
回

収
す
る
「
留
置
式
」
等
を
組
み

合
わ
せ
た
調
査
が
主
流
と
な
っ

て
い
ま
す
。

○
高
齢
者
調
査
に
つ
い
て

　

高
齢
者
向
け
の
調
査
の
頻
度

は
、「
毎
年
」
が
60.0
％
、「
３
年

に
１
度
」
が
26.7
％
、「
そ
の
他
」

が
13.3
％
で
す
。
新
任
委
員
が
住

民
を
把
握
す
る
機
会
と
し
て
、

改
選
に
併
せ
て
実
施
す
る
地
区

「民生児童委員の 
 調査活動を再考する」
～『民生児童委員の調査活動に関する実態調査(平成22年５月実施)』結果より～

　
「
住
民
の
生
活
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
」は
、
民
生
委
員
法
に
位

置
づ
け
ら
れ
た
活
動
の
基
本
と
な
る
重
要
な
任
務
で
す
。
し
か

し
、
調
査
件
数
の
増
加
や
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
な
ど
、
調
査
に

お
け
る
委
員
の
負
担
も
増
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、各
地
区
の
調
査
活
動
の
現
状
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

住
民
の
ニ
ー
ズ
を
発
見
し
、住
民
と
つ
な
が
る
調
査
活
動

特 集

※「民生委員・児童委員活動実態調査ならびに活動実績調査Ⅰ・Ⅱ報告書」（平成20年、民生委員・児童委員制度検討 委員会・都民連発行）では、要保護児童の対応に次いで、二番目に困難度の高い活動であるとの結果となりました。

調査の有無実施形態

対象方法
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も
あ
り
ま
す
。

　

調
査
期
間
の
平
均
は
65.4
日
、

件
数
の
平
均
は
60.9
件
で
し
た
。

短
期
間
で
の
調
査
に
加
え
、
担

当
地
域
に
よ
っ
て
件
数
の
差
が

大
き
く
、
一
人
で
６
百
件
を
担

当
す
る
委
員
も
い
ま
す
。
高
齢

化
の
進
展
と
と
も
に
、
件
数
は

増
大
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
調
査
対
象
者
の
年
齢

は
、
基
準
を
「
65
歳
以
上
」
と

す
る
調
査
が
４
割
を
占
め
ま
す
。

世
帯
で
は
「
単
身
者
の
み
」「
単

身
・
高
齢
者
の
み
」
を
対
象
と

す
る
も
の
が
７
割
と
な
り
ま
し

た
。

調
査
名
簿
・
結
果
の
取
り
扱
い

　

多
く
の
地
区
で
は
、
調
査
に

利
用
し
た
名
簿
や
回
収
し
た
調

査
票
は
、
実
施
主
体
に
返
却
・

提
出
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
返
却

せ
ず
に
委
員
が
「
名
簿
を
そ
の

ま
ま
保
有
す
る
地
区
」
は
全
体

の
約
3
割
、「
調
査
票
の
原
本

や
写
し
を
保
有
す
る
地
区
」
も

4
割
程
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

地
区
で
は
、
安
否
確
認
や
見
守

り
、
緊
急
対
応
等
に
、
そ
の
情

報
を
活
用
し
ま
す
。
そ
し
て
次

の
調
査
等
の
機
会
に
返
却
し
、

新
し
い
情
報
と
交
換
す
る
方
法

を
取
っ
て
い
ま
す
。

　

調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
実

施
主
体
か
ら
委
員
へ
、
そ
の
概

要
や
詳
細
を
報
告
す
る
地
区
が

6
割
以
上
を
占
め
ま
し
た
。

調
査
活
動
の
新
た
な
展
開

○
調
査
対
象
・
件
数
の
見
直
し

　

担
当
す
る
調
査
件
数
が
多
い

場
合
、
近
隣
委
員
と
分
担
す
る

な
ど
民
児
協
内
で
自
主
的
に
協

力
し
合
っ
て
対
応
す
る
だ
け
で

な
く
、
調
査
対
象
や
内
容
、
件

数
等
の
見
直
し
を
、
進
め
る
動

き
も
あ
り
ま
す
。

　

豊
島
区
で
は
、
予
め
関
係
機

関
が
対
応
し
て
い
る
困
難
ケ
ー

ス
や
欠
員
地
区
に
つ
い
て
は
行

政
が
行
い
、
委
員
に
は
施
設
入

所
者
を
除
い
た
調
査
票
を
配
布

す
る
な
ど
の
整
理
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
担
当
件
数
が
多
い

場
合
、
委
員
の
意
向
を
確
認
し

な
が
ら
行
政
と
の
間
で
個
別
に

件
数
を
調
整
し
て
い
ま
す
。

　

八
王
子
市
で
は
、
調
査
対
象

者
の
中
に
は
元
気
な
高
齢
者
も

増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
対
象

年
齢
の
引
き
上
げ
を
民
児
協
と

社
協
が
調
整
し
て
、
段
階
的
な

引
き
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。

○
調
査
方
法
の
工
夫

　

留
守
宅
へ
の
訪
問
や
訪
問
拒

否
な
ど
、
調
査
の
手
間
や
無
駄

を
少
な
く
し
、
対
象
者
が
安
心

し
て
訪
問
調
査
を
受
け
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
左
上
図

の
よ
う
な
工
夫
が
各
地
で
な
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
委
員
自
身
の
心
が
け

と
し
て
、
多
く
の
地
区
で
服
装

や
言
葉
使
い
、
時
間
帯
に
注
意

し
、
調
査
を
無
理
強
い
し
な
い

ほ
か
、
身
分
証
明
書
の
携
帯
・

提
示
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

調
査
に
対
す
る
抵
抗
感
を
和

ら
げ
る
た
め
、
敬
老
品
等
の
給

付
事
業
と
併
せ
て
行
う
地
区
も

あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
異
性
や

対
応
困
難
な
世
帯
を
訪
問
す
る

場
合
に
は
、
委
員
が
複
数
で
訪

問
す
る
、
専
門
機
関
職
員
と
と

も
に
訪
問
す
る
な
ど
の
対
応
を

取
る
地
区
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
訪
問
調
査
の
技
術
の

向
上
や
質
を
確
保
す
る
た
め
、

調
査
の
手
法
や
留
意
点
を
ま
と

め
た
手
引
き
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

配
布
し
た
り
、
研
修
を
実
施
す

る
地
区
も
あ
り
ま
す
。
新
生
児

訪
問
事
業
を
行
う
青
梅
市
で
は
、

対
象
者
と
の
会
話
の
仕
方
を
含

め
た
２
日
間
の
研
修
を
、
全
委

員
が
受
講
し
ま
し
た
。

○
個
人
情
報
の
管
理
と
共
有

　

昨
年
は
都
内
で
２
件
、
調
査

中
に
個
人
情
報
を
紛
失
す
る
事

故
が
発
生
し
ま
し
た
。
名
簿
を

持
ち
歩
か
な
い
、
寄
り
道
を
し

な
い
、
肌
身
か
ら
離
さ
な
い
等

の
注
意
喚
起
の
ほ
か
、
住
所
の

一
部
を
コ
ー
ド
化
し
、
事
故
発

生
時
の
連
絡
先
や
対
応
の
手
順

を
ま
と
め
た
一
覧
表
を
委
員
に

配
布
し
た
地
区
も
あ
り
ま
し
た
。

　

情
報
管
理
と
と
も
に
、
そ
の

共
有
と
活
用
も
課
題
で
す
。
渋

谷
区
で
は
調
査
で
判
明
し
た
支

援
の
必
要
な
方
の
情
報
は
、
役

所
か
ら
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
伝
達
さ
れ
、
そ
こ
か
ら

適
宜
、
担
当
地
区
委
員
へ
経
過

報
告
や
同
行
訪
問
な
ど
の
協
力

依
頼
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
を
通
じ
て
、
ニ
ー
ズ
を

適
切
に
よ
り
良
い
方
法
で
把
握

し
支
援
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、

住
民
と
さ
ら
な
る
信
頼
関
係
を

築
い
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

※「民生委員・児童委員活動実態調査ならびに活動実績調査Ⅰ・Ⅱ報告書」（平成20年、民生委員・児童委員制度検討 委員会・都民連発行）では、要保護児童の対応に次いで、二番目に困難度の高い活動であるとの結果となりました。

•役所の広報や町会の回覧等を利用
し、調査について周知する
•事前に行政から対象世帯に「直接
通知を郵送」する
•調査の趣旨と日時を調整するため
に「訪問連絡表」を事前に投函す
る
•電話で訪問日時を調整する
•委員に直接回答したくない方のた
めに「返信用封筒」を付ける 等

基準年齢対象世帯
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ホ ッ ト コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ＆ レ ポ ー ト

　

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
表
情
の
動
物
た

ち
。
こ
の
動
物
た
ち
の
生
み
の
親

で
あ
る
佐
々
木
さ
ん
は
還
暦
を
迎

え
て
「
何
か
新
し
い
こ
と
を
し
た

い
」
と
、
知
人
が
動
物
の
彫
刻
を

彫
っ
て
い
る
の
を
参
考
に
干
支
の

の
根
付
け
作
り
を
始
め
ま
し
た
。

　

元
々
土
木
関
係
の
お
仕
事
を
さ

れ
て
い
た
た
め
樹
木
の
知
識
が
豊

富
で
、
島
の
代
名
詞
と
も
い
え
る

大
島
椿
を
根
付
け
の
材
料
に
選
び

ま
し
た
。
椿
は
柔
ら
か
く
加
工
し

や
す
い
上
、
乾
い
て
も
木
の
皮
の

反
り
が
少
な
い
の
が
特
徴
だ
と
か
。

そ
の
上
、
島
内

の
い
た
る
所
で

入
手
で
き
る
た

め
、
材
料
に
す

る
に
は
最
適

だ
っ
た
の
だ
そ

う
で
す
。

　
「
手
初
め
に

自
分
の
干
支
の

ヘ
ビ
を
作
り
ま

し
た
。
太
さ
の
違
う
枝
を
貼
り
合

わ
せ
、
と
ぐ
ろ
を
巻
い
た
様
子
に

し
た
ら
割
合
簡
単
に
で
き
ま
し

た
」
と
佐
々
木
さ
ん
。
そ
れ
か
ら

毎
年
作
り
続
け
て
十
年
あ
ま
り
。

今
で
は
、
リ
ス
や
コ
ア
ラ
な
ど
干

支
以
外
の
動
物
も
含
め
、
十
六
種

類
も
の
根
付
け
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

根
付
け
の
工
程
で
は
「
動
物
た

ち
の
表
情
を
本
物
に
似
せ
て
作

る
」
の
が
難
し
い
そ
う
で
す
。
ま

た
、
欠
け
た
り
壊
れ
た
り
し
や
す

い
の
で
「
出
っ
張
り
を
な
る
べ
く

少
な
く
す
る
」
な
ど
の
工
夫
を
凝

ら
し
て
い
ま
す
。

　
「
気
が
向
い
た
と
き
に
作
っ
て

ま
す
」
と
は
言
う
も
の
の
、
年
間

千
個
以
上
を
作
り
、
地
域
の
方
々

や
地
元
の
障
が
い
者
施
設
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
目

標
は
、
辰
年
の
龍
。「
長
い
ひ
げ

や
角
を
ど
う
表
現
す
る
か
が
ポ
イ

ン
ト
で
す
ね
」
と
、
佐
々
木
さ
ん

の
情
熱
は
尽
き
な
い
よ
う
で
す
。

大
島
椿
か
ら 

　

生
ま
れ
る
動
物
た
ち

佐
々
木　

彦
さ
ん　

大
島
町
民
生
児
童
委
員

福
祉
基
盤
の
強
化
を
め
ざ
す
新
３
か
年
計
画

　

東
社
協
で
は
、
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
重
点
的
に
取
り

組
む
具
体
的
な
十
一
の
事
業
を
新
３
か
年
計
画
と
し
て
ま

と
め
、
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。
福
祉
基
盤
が
揺
ら
ぐ

中
、
社
会
的
な
課
題
へ
の
対
応
を
強
化
し
ま
す
。

東
社
協 

コ
ー
ナ
ー

　

東
社
協
新
３
か
年
計
画
で
は
、
①
社

会
的
に
広
く
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て

い
る
課
題
へ
の
対
応
、
②
福
祉
人
材
の

定
着
・
育
成
の
取
り
組
み
、
③
地
域
に

お
け
る
諸
課
題
へ
の
対
応
、
④
都
民
の

福
祉
参
加
と
理
解
の
促
進
、
⑤
部
会
及

び
連
絡
会
活
動
の
充
実
と
強
化
、
の
五

つ
の
機
能
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
ま
ず
、「
社
会
的
に
広

く
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
課

題
」
と
し
て
、
次
の
四
つ
の
重
点
課
題

の
解
決
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
三
月
に
発
生
し
た
静

養
ホ
ー
ム
「
た
ま
ゆ
ら
」
の
火
災
を
契

機
に
「
高
齢
期
の
住
ま
い
」
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
特
に
「
退

院
」
を
契
機
と
す
る
住
ま
い
の
あ
り
方

に
着
目
し
、
病
院
と
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
連
携
の
確
立
や
新
た
な
社
会

資
源
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

雇
用
情
勢
の
悪
化
が
共
働
き
ニ
ー
ズ

を
高
め
、「
保
育
所
待
機
児
」
は
平
成

二
十
一
年
四
月
に
東
京
で
は
七
千
九
百

人
に
増
え
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
保
育

所
利
用
を
希
望
す
る
ニ
ー
ズ
を
改
め
て

把
握
し
、
大
都
市
で
実
現
可
能
な
待
機

児
解
消
の
解
決
策
を
探
り
ま
す
。

　
「
子
ど
も
の
貧
困
」
が
注
目
を
集
め

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
低
所
得
に
陥
る

可
能
性
の
あ
る
世
帯
も
含
め
、
福
祉
と

教
育
が
連
携
し
た
情
報
支
援
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　
「
障
害
者
雇
用
」
に
つ
い
て
も
、
企

業
に
お
け
る
雇
用
だ
け
で
な
く
福
祉
施

設
な
ど
で
も
雇
用
を
推
進
し
て
い
く
よ

う
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
れ
ら
社
会
的
な
課
題
に
加
え
て
、

地
域
の
課
題
解
決
力
を
高
め
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
地
域
に
お
け
る

諸
課
題
へ
の
対
応
」と
し
て
、支
援
を
必

要
と
す
る
住
民
を
地
域
の
住
民
自
身
が

支
え
る
活
動
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
、

「
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」の
養

成
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

新
た
な
３
か
年
計
画
は
、
民
生
・
児

童
委
員
を
は
じ
め
、
東
社
協
や
区
市
町

村
社
協
活
動
を
支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な

方
々
と
と
も
に
、
社
会
、
地
域
の
課
題

を
乗
り
越
え
て
い
く
計
画
で
す
。
厳
し

い
社
会
情
勢
の
中
で
揺
ら
ぐ
福
祉
基
盤

を
改
め
て
強
化
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

TEA 
ROOM
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平成22年７月（第46巻１号）
都民連だより

東京都が行う、子どもの携帯・ネッ
トのトラブルの相談窓口です。子
どもや親、関係者からも相談を受
けています。
□電話　03-3500-5181
月～金曜9～18時／土曜9～17時
（メール相談は24時間受付）
□検索　「こたエール」
□検索　「ファミリeルール」
 もチェック！

● 

子
ど
も
の
利
用
状
況

小
村　

今
で
は
小
学
生
も
携
帯

電
話
を
持
っ
て
い
る
の
を
見

掛
け
ま
す
が
、
所
持
率
は
ど

の
く
ら
い
で
し
ょ
う
か
？

森
井　

内
閣
府
が
昨
年
行
っ
た

調
査
で
は
、
小
学
生
が
約

20
％
、
中
学
生
で
は
60
％
、

高
校
生
に
な
る
と
96
％
の
子

が
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
、
小
学
生
は
約
八
割
、
中

高
生
で
は
ほ
と
ん
ど
が
、
携

帯
電
話
を
使
っ
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
（
メ
ー
ル
含
む
。
以

下
、
ネ
ッ
ト
）
を
利
用
し
て

い
ま
す
。

小
村　

多
く
の
家
庭
に
は
パ
ソ

コ
ン
も
あ
る
の
で
、
ネ
ッ
ト

の
利
用
時
間
は
相
当
な
も
の

と
な
り
そ
う
で
す
ね
。

森
井　

は
い
。
自
宅
の
パ
ソ
コ

ン
か
ら
平
日
ど
れ
く
ら
い

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
る
か

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
小
学
生

で
平
均
30
分
、
中
学
生
で
は

50
分
、
高
校
生
で
は
一
時
間

利
用
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

に
携
帯
電
話
の
利
用
時
間
も

加
わ
る
の
で
、
か
な
り
長
い

時
間
使
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

● 

子
ど
も
を
守
る
た
め
に

小
村　

ど
の
よ
う
な
困
っ
た
こ

と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

森
井　

チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
※
１

や

知
ら
な
い
人
か
ら
メ
ー
ル
が
届

い
た
り
、
プ
ロ
フ
※
２

等
で
知
り

合
っ
た
人
と
の
や
り
と
り
か
ら

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

ネ
ッ
ト
に
の
め
り
こ
ん
で
勉
強

に
集
中
で
き
な
い
、
睡
眠
不
足

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

小
村　

出
会
い
系
サ
イ
ト
で
の

事
件
も
多
い
と
聞
き
ま
す
。

森
井　

被
害
者
の
大
半
が
女
子

中
高
生
で
す
。
出
会
い
系
サ

イ
ト
規
制
法
が
平
成
二
十
年

に
改
正
さ
れ
て
、
数
は
減
り

ま
し
た
。
一
方
、
そ
れ
以
外

の
サ
イ
ト
、
例
え
ば
ゲ
ー
ム

の
サ
イ
ト
な
ど
で
、
巧
み
に

子
ど
も
を
誘
い
出
し
、
事
件

に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
が
増
え

て
い
ま
す
。

小
村　

そ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
を

回
避
す
る
た
め
に
ど
う
し
た

ら
い
い
で
し
ょ
う
か
。

森
井　

ま
ず
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
※
３

を
利
用
す
る
こ
と
で

す
。
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
で
、

子
ど
も
に
合
っ
た
も
の
を
選

ぶ
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
次
に
、

ネ
ッ
ト
や
携
帯
の
利
用
に
関

し
て
親
子
で
話
し
合
っ
て
家

庭
の
ル
ー
ル
を
作
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
し
て
、
子
ど

も
が
不
安
に
な
っ
た
と
き
に
、

す
ぐ
に
親
や
周
囲
の
大
人
に

相
談
で
き
る
よ
う
、子
ど
も
の

利
用
状
況
に
関
心
を
持
ち
、普

段
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
築
い
て
お
く
こ
と
が
重

要
と
な
り
ま
す
。

小
村　

私
た
ち
も
こ
の
問
題
に

も
っ
と
関
心
を
持
ち
、
地
域

で
相
談
さ
れ
た
と
き
に
は
、

相
談
先
の
「
こ
た
エ
ー
ル
」

を
紹
介
す
る
な
ど
し
、
子
ど

も
の
安
全
を
見
守
っ
て
い
き

た
い
で
す
。

携帯電話を、安全に利用で
きるよう、その便利さだけ
でなく、危険性や利用上の
注意点を、子どもや親に伝
えている、インターネット
利用アドバイザーの森井
さんにお話を伺いました。

●森井 美穂子　氏
インターネット
利用アドバイザー

●小村　眞理
編集委員
中央区民生児童委員

ネットワーク対談

新しい課題にどう取り組むか
①子どもの携帯電話・インターネット問題をめぐって

【用語説明】これで、子どもたちからの相談も大丈夫！

※１ チェーンメール　不特定多数に配布するよう求めるメール。かつての
「不幸の手紙」のメール版。「みんなで救って！」など一見、良心的な内容も。
短時間に一気に広まることで、ネット回線に過剰な負荷がかかってしま
うので、他者に迷惑を掛けたり、犯罪に加担してしまうことも。「まわさな
い！」
※２ プロフ　「プロフィール」の略。ネット上で、自己紹介のページを作成で
きるサービスで、写真も掲載できる。気軽に顔写真を載せてしまい悪用さ
れるなど、多くのトラブルも起こっている。「顔写真を載せない！」
※３ フィルタリング　ネットのページを一定の基準で評価判別し、違法・有
害なページを選択的に排除する機能。いろいろな規制基準があるので、子
どもの成長に合わせて換えることができる。「フィルタリングをかける！」
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スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）
　社会福祉や医療の分野の多面的な知識や技術を有し、学校を基盤に児童や保護者の相談に応じ、
専門機関とのネットワークを活用した支援活動を行う専門家。不登校やいじめ、虐待等、児童を
取り巻く状況の複雑化に対応するため、一部の自治体で導入が始まっている。

福 祉 関 係 用 語 の 豆 知 識

ほ
っ
と
な
短
通
信

カット　中野 昭子さん

編集後記

　江戸仕草が見直されてい
ます。気持ちの余裕を失い
かけた今、相手のことを思
うさりげない気遣いが、心
に染み入り涼風として感じ
られるのかもしれません。
　今号より、編集委員会に
仲間入りしました。残りわ
ずかな期間ですが、巻頭記
事の「若い力」のように、
明るく元気あふれる紙面を
目指したいと思っています。
 小尾　美智子

編集委員

小村　眞理（中 央 区）
佐久間由紀子（台 東 区）
金澤　欣子（大 田 区）
関口　嗣男（練 馬 区）
星谷　弘子（江戸川区）
小尾美智子（調 布 市）
原田　一郎（国 立 市）
牛草　カツ（小 平 市）
石川　　任（西多摩郡）

編集協力

松井　光子（都民連広報担当副会長）

発行・川柳あて先

東京都民生児童委員連合会
〒162-0823
新宿区神楽河岸1-1
セントラルプラザ4階
☎　03（3235）1163
FAX　03（3235）1169
E-mail：tominren@u01.gate01.com
年４回発行
印刷：株式会社　美巧社

川
柳
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
　
　
　

募
集
内
容　

①
川
柳
（
未
発
表
の
も
の
）
②
氏
名
・
連
絡
先　

③
ペ
ン
ネ
ー
ム
（
必
要
な
場
合
）

　
　
　
　

応
募
方
法　

郵
送
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
／
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
都
民
連
事
務
局（
左
記
）ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

from 

都
民
連

「
福
祉
保
健
局
・
民
生
児
童
委
員
連
絡
会
」

　

四
月
二
十
七
日
、
連
絡
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
半
は
今

年
度
の
東
京
都
の
重
点
施
策
と

都
内
民
児
協
の
実
践
活
動
の
様

子
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

後
半
は
「
安
定
し
た
生
活
を

目
指
し
て
〜
子
供
の
問
題
に
向

き
合
う
た
め
に
〜
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
足
立
区
・
奥

多
摩
町
・
調
布
市
か
ら
の
事
例
発
表
等
を
も
と
に
、

経
済
的
困
窮
か
ら
、
ネ
グ
レ
ク
ト
や
不
登
校
な
ど
の

問
題
が
生
じ
て
い
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

約
一
八
〇
〇
名
の
参
加
委
員
は
、
当
事
者
を
必
要
な

制
度
に
結
び
つ
け
る
こ
と
、
温
か
く
見
守
る
こ
と
の

大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

from 
府
中
市
民
児
協

み
ん
な
で
話
し
合
い
活
動
の
意
義
を
確
認

　

民
児
協
組
織
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、

「
組
織
改
革
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
た
府
中
市
民

児
協
。
各
地
区
の
副
会
長
が
構
成
員
と
な
り
、
よ
り

充
実
し
た
研
修
の
実
施
や
組
織
活
動
の
工
夫
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
協
力
員
と
の
協
働
に
つ

い
て
は
、
歳
末
助
け
合
い
運
動
や
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
、
新
た
に
整
理
さ
れ
ま
し
た
。

　

民
生
児
童
委
員
が
、
自
ら
の

組
織
や
活
動
の
あ
り
方
を
検
討

し
た
こ
と
は
、
活
動
の
充
実
に

つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
日
ご

ろ
の
活
動
へ
の
理
解
が
一
層
深

ま
り
、
円
滑
な
組
織
運
営
の
一

助
と
な
り
ま
し
た
。

from 

都
民
連

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　

川
柳
を
ご
紹
介

汗
か
い
て　

ま
わ
る
お
宅
に　

笑
顔
あ
り

品
川
区　

品
川
ひ
ろ
子

母
の
背
に　

ポ
ン
と
手
を
あ
て　

え
が
お
見
る

Ｍ
Ｏ
Ｋ
Ｏ

世
の
た
め　

人
の
た
め　

つ
く
す
我
が
身
は
神
だ
の
み

詠
み
人
知
ら
ず

て
や
ん
で
い　

啖
呵
切
り
た
い　

時
も
あ
り

瑞
穂
町　

ゴ
エ
も
ん

選　

都
民
連
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　

ご
投
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！


